「大阪府ホームレスの自立の支援等に関する実施計画」施策評価調査票

	　項　目
	　ホームレス巡回相談指導事業

	事業実績及び事業効果

	　　
上記の事業は、大阪府と府下各市町村によって構成されている「大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会」から主任相談員１名と巡回相談員２名がホームレス又はホームレスとなる恐れのある者に対し、巡回相談等による相談活動を行い、これらの者が抱える問題を把握し、必要な援助が受けられるようにすることにより、その自立を支援することを目的として平成１６年１月より実施されている事業であり、概ね月２回程度巡回を実施。
　平成１９年度末時点では、本市内での該当者は１名。


	課題・問題点
	現にホームレスの者に対する事業であり市内においては、テントや小屋掛け等はなく、定位置に留まっている者はいないため、実態の把握はむずかしい面もある。

	計画に対する意見、今後の方向性等
	1 新ホームレスと言われる「ネットカフェ難民」等に対する

施策が必要。
② アフターケアについて「継続的なケア」の内容が不明確。

	市町村部局名
	柏原市福祉事務所


ホームレス巡回相談指導事業

ホームレス巡回相談指導事業は、平成１６年１月より実施されている事業であり、主任相談員１名と巡回相談員２名がホームレス又はホームレスとなる恐れのある者の起居する場所を巡回し、直に面接を行い日常生活に関する相談を行い、必要な助言や支援を行うものであります。

平成１８年度、本市におきましては、１９回の巡回が実施され、１人は、体調を崩していたので、病院に入院してもらい、生活保護の適用を行いました。

その他、ホームレスとみなされる者が1～３名程度の存在は確認されておりますが、定位置に留まっている者はいないため、実態の把握はむずかしい面もありますが、１８年度末時点に本市の該当者は１名という報告を受けております。

、
ホームレス巡回相談指導事業について

上記の事業は、大阪府と府下各市町村によって構成されている「大阪府・市町村ホームレス自立支援推進協議会」から業務委託を受けた「大阪府ホームレス総合相談事業共同運営団体」、これは大阪府社会福祉協議会が「代表」になっている団体の主任相談員１名と巡回相談員２名がホームレス又はホームレスとなる恐れのある者に対し、巡回相談等による相談活動を行い、これらの者が抱える問題を把握し、必要な援助が受けられるようにすることにより、その自立を支援することを目的として平成１６年１月より実施されている事業であります。

事業内容としましては、ホームレス又はホームレスとなる恐れのある者の起居する場所を巡回し、直に面接を行い、日常生活に関する相談を行い、相談の結果によっては、関係機関と連携し、必要な助言や支援を行うものであります。

この事業の実施に係る経費につきましては、国が事業費の1/2、その残りの1/2を大阪府、そしてその残りを各市町村が負担することになっており、負担割合は、人口割が５０％、ホームレス概数割りが５０％となっております。ちなみに平成１８年度の本市の負担金は１１万円であります。

本市につきましては、１８年度におきまして、１９回の巡回が実施され、１人は、体調を崩していたので、医療機関に入院。生活保護の適用を行いました。その他、ホームレスとみなされる者が１～３名程度の存在は確認しておりますが、定位置に留まっている者はいないため、発見出来ない場合もたびたびあり、また生活の痕跡が確認できなくなっている場合もあるとのことで、実態を把握するのに困難を要しますが、本市管内では１８年度末時点で該当者は１名という報告を受けております。今後につきましても、実施機関並びに関係諸機関と連携を蜜にしながら、事業の適正な執行に努めて参りたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。
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